






































































































幸 1)、西村　栄一 1)、簑島弓未子 1)、下道　一史 1)、
　橋本　光生 1)、畑中　愛美 1)、駒澤　　愛 1)、吉田さゆり 1)、
　里　利恵子 1)、田村研太郎 1)、井上　陽介 1)、糸川　貴之 1)、
藤井　常志 2)、後藤　吉延 2)
【目的】プレガバリンは、帯状疱疹の疼痛および神経障害による痺
れの緩和が期待される薬剤である。一方、プレガバリンには傾眠や
ふらつきの副作用発生の報告があり、日中のQOLに影響をもたらす
可能性がある。そこで今回、抗がん剤投与患者においてプレガバリ
ンの副作用である傾眠およびふらつきについて調査し、その発生頻
度と予測因子の検討を行なった。
【方法】2010年10月から2012年12月までの旭川赤十字病院で治療を
行なったがん患者を対象にプレガバリン服用患者の傾眠およびふら
つきについてレトロスペクティブに調査を行ない、発生頻度および
説明変数を年齢、性別、プレガバリン(75mg/Cap)の1日量、eGFR、
オピオイドの使用有無、目的変数を傾眠およびふらつきとした多変
量ロジスティック解析を行なった。
【結果】対象患者89人のうち傾眠およびふらつきの発生頻度は30人
(33.7%)であった。また、多変量ロジスティック解析の結果 p＜0.05
はプレガバリン(75mg/Cap)の1日量で、odds ratio 1.94[1.05-3.59]で
あった。
【結論】プレガバリンによる傾眠およびふらつきの予測因子はプレ
ガバリン(75mg/Cap)の1日量を増量することであると示唆された。
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